


ベ－ス

突起
六角ボルト

Ｍ５×１２

名称

取

付

記号

方

法

支柱取付パ－ツ 支柱ハサミ付パ－ツ

HP-1BHP-1

ジカ付パ－ツ(ｺﾝｸﾘ-ﾄ) ジカ付パ－ツ(木造)

円柱取付パ－ツ 支柱ジカ付パ－ツ ジカ付パ－ツ(木造間柱) ＡＬＣ付パ－ツ

HP-6

HP-10 HP-12 HP-13 HP-14

φ８.５～９ｍｍの貫通穴をあけて

穴にパッキンを貼ってからボルトを

ベ－ス取付座

35～75mm

ベ－ス取付座

金具を図のように取付けて、ナット

で固定して下さい。

をあけて、ＲＣアンカ－を打込み

ボルトで固定して下さい。

ベ－ス取付座

あけて、コ－チスクリュ－で固定

して下さい｡

φ
38～

51ｍ
ｍ

ま
で

φ８.５～９ｍｍの貫通穴をあけて

穴にパッキンを貼ってからボルトを

ゆっくり入れて締め付けて下さい。

ベ－ス取付座

ベ－ス取付座

※支柱の厚みは２ｍｍ以上必要です。

テクスネジ５本で支柱へそのまま

固定して下さい。

使用するパ－ツのものを下図より選んで下さい。ベース取付座は切欠きがある方を上側にして下さい。

４０

４０

①ベ－ス取付座を取付けた後、本体ベ－ス裏側の突起を
ベース取付座の溝のひっかけます。

②側面から六角ボルト４本でしっかり取付けて下さい。

ベ－ス
取付座

溝

以上で終了です

HP-2LP 

Ｍ８×２０

φ６ｍｍ、深さ８５ｍｍの下穴を

φ５×２５

※金具自体が足のかかる部分になります

ので､金具までの高さを６５０mm以上

にして下さい。

足のかかる

部分

HP-5B

（調整方法は表面参照）

ゆっくり入れて締め付けて下さい。

下記パーツのネジは一般規格品です。

テクスネジ

※壁厚が30mm以上の場合はネジが

木部に25mm以上有効になるように

φ１２ｍｍ、深さ３８ｍｍの下穴

ネジＬ寸を選んで下さい。

ベ－ス取付座

４０

４０

φ５×６０
ＴＰネジ

30mmまで

ベ－ス取付座

８０

８０

ベ－ス取付座

Ｍ６×２５

ＡＸ－Ｍ６

φ３ｍｍの下穴をあけてＴＰネジ

５本で固定して下さい。

 HP-2LP-DB

③必要に応じてア－ム収納高さの調整を行って下さい。

※取付座の丸穴３つを利用します。

※ALCの厚さは75mm以上必要です。

φ８×９０

M8×75

HP-1    60mmまで　M8×75

ボルト

HP-1B  80mmまで　M8×95

防水
パッキン

防水コ－ト付

防水パッキン

HP-12､13は防水コート付ネジﾞ｡HP-14は防水パッキン付です｡市販品を用いる時は防水シーリングﾞ等の処置を施して下さい。

防水パッキン

詳しい取付け条件や、施工方法は

パ－ツ品に添付されている説明書

をご覧下さい。

４０

４０
４０

４０

ホスクリ－ンＬＰ・ＥＰ・ＥＰＬ型用パ－ツ

35～71mm

２ｍｍ以上アルミ厚

ベース取付座の取付け１

126

126
126

126

２ 本体の取付け

[その他の取付け方法のご案内]

① ②
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記号

方

法

付

取

取付け上のご注意

●取付け場所・位置

物干金物の取付け場所や位置（高さ等）については図面指定があればそれに従い

ない場合は御施主様との打ち合わせにより決定して下さい。

構造や取付け方法によっては、その場所に下地材を前もって準備しておく必要が

あります。

を効かせようとすると外壁材が破損する場合があります。

・サイディング材の裏に中空部がある場合、その奥の柱にコーチスクリュー等

使用するネジ等が十分に効く事だけでなく、その他の影響にもご注意下さい。

●取付け部の強度

・外壁材の縁から近い所に穴あけ・ネジ締め等を行った場合も、ひびが入って

後から破損や浸水する恐れがあります。

それに見合った長さのネジをご用意いただく必要があります。

壁材が厚く、取付け面から下地材（ネジが有効に効く部分）までが遠い場合は、

●ネジの長さ

物干金物の外周部にシーリングをした場合も、取付ネジ部や金物構造の隙間

ないようにして下さい。

外壁材などに下穴をあけたら穴やその周辺に防水シール材を充填し、浸水の

取付ネジ部から浸水があると、柱の腐食にまで進行する恐れがあります。

●防水処置

から浸水がありますので、必ず穴をあけた部分の防水処置をして下さい。

ホスクリーンＥＰ･ＥＰＬ型 取付け方法
酸洗い後のお取付けを、強く建設会社様へお求め下さい。（万一の場合は有料交換対象となります。）

タイル壁の酸洗いは完全な養生をしませんと、商品腐食の原因となります。！ 注意


